
２
．
昭
和
天
皇

摂
政
宮

せ
っ
し
ょ
う
の
み
や

当
時
、
越
谷
鴨
場
へ
２
度
ご
行
啓

ぎ
ょ
う
け
い

坂
本

誠
一
郎

一

は
じ
め
に

『
越
谷
市
大
林
の
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
』
は
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
に
竣
工
さ
れ
、
皇
族
方
の
主
な
ご
行
啓
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
ま
で
私
の
知
る
範
囲
で
す
が
、
郷
土
史
書
に
次
記
の
通
り
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
、
最
初
に
鴨
場
に
お
越
し
な
さ
れ
た
お
方
は
、
明
治
四
十
二
年
二
月
二
十
八
日
、
大
正
天
皇
が
皇
太
子
当
時
に
、
ご
行
啓
。(

＊
１).

二
、
次
い
で
同
年
六
月
十
七
日
、
明
治
天
皇
の
ご
皇
后
・
昭
憲
皇
太
后
が
ご
行
啓
。（
＊
２
）

１
・
２
は
、『
越
谷
市
史

㊁

通
史
下
』

三
、
時
間
を
置
い
て
昭
和
天
皇
が
ご
来
駕
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
十
一
日
に
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
皇
太
子

や
皇
族
が
揃
っ
て
鴨
場
を
訪
れ
鴨
猟
を
楽
し
ま
れ
た
と
あ
り
ま
す
。（
＊
３
）

四
、
ま
た
、
昭
和
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
三
日
、
埼
玉
国
体
が
行
わ
れ
た
際
、
越
谷
市
立
体
育
館
の
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
会
場
に
て
試
合
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
記
事
を
目
に
し
て
い
ま
し
た
。（
＊
４
）

３
・
４
は
、『
越
谷
の
歴
史
物
語
（
第
三
集
）』

五
、
右
記
の
他
に
も
ご
行
啓
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
か
と
長
い
間
、
気
に
留
め
て
い
ま
し
た
が
、
図
ら
ず
も
第
二
項
記
載
の
通
り
、

新
た
に
昭
和
天
皇
越
谷
鴨
場
ご
行
啓
の
史
実
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

二

新
た
に
判
明
し
ま
し
た
史
実

「
史
実
そ
の
壱
」
と
後
段
の
「
史
実
そ
の
弐
」
と
で
は
、
時
系
列
的
に
は
、
逆
順
序
表
示
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
お
含
み
の
上
、

御
理
解
・
ご
高
覧
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
史
実

そ
の
壱
」

大
正
十
一
年
三
月
二
十
六
日
、
昭
和
天
皇
は
、
当
時
は
、「
摂
政
宮
」
で
あ
ら
れ
ま
し
た
が
、
鳩
彦

や
す
ひ
こ

王お
う(

後
の
朝
香
宮

あ
さ
か
の
み
や)

を
同
伴
さ
れ

埼
玉
鴨
場
ま
で
、
自
動
車
と
愛
馬(

山
吹
号)

に
乗
ら
れ
御
遠
乗
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
そ
の
史
実
の
証
明
記
録
」

昭
和
天
皇
実
録(

第
三
集)

大
正
十
一
年
三
月
二
十
六
日
の
記
録
及
び
別
紙
鳩
ケ
谷
新
報

「
史
実

そ
の
弐
」

大
正
十
一
年
一
月
二
十
九
日
に
も
「
埼
玉
鴨
場
に
ご
行
啓
さ
れ
た
史
実
」
が
、
前
述
昭
和
天
皇
実
録(

第
三
集)

に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
は
、
次
記
の
通
り
、
自
動
車
に
て
ご
行
啓
さ
れ
、
鴨
猟
を
行
わ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。


